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ある対象のことを「わかった気になる」ために,そいつを実際に作ったり⾃由にコントロールしたり

してみたくなる, というのはよくある話かと思います. この講演では, その対象は光や原⼦です. 最近
の実験技術はすごいもので,光や原⼦をつかまえたり,量⼦状態をいじくりまわして遊んだりすること
ができるようになってきているようです [1]. また,そういう技術を使って量⼦計算機を作ろうと⾔っ
ている⼈もいます.
そういうわけでこの講演では, 光や原⼦を操る実験技術を紹介したり, その背後にある物理を (たぶ

ん,難しい数式を使わず)できるだけ直感的に説明しようと思います.
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